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敵
の
欧
り
た
球
或
は
「
ノ
ツ
タ

オ
ン
」
の
球
又
は
前
方
・
に
校
出

廣
　
島
　
英
　
雄

味
方
の
銃
技
奢
が
自
分
の
「
４

ジ
ゴ
ー
声
」
に
球
’
．
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将
’
り
Ｉ
障
へ

り
て
「
タ
ッ
チ
ダ
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ン
」
（
地
上

に
・
球
を
つ
け
る
乙
と
）
し
た
乙

し
恋
公
有
物
に
屯
・
飼
れ
ず
嘉
と
ｔ
云
ふ
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接
に
受
け
・
非
の
る
と
同
一
時
に
鍾
ど
の
際
持
ち
諮
・
へ
る
前
に
「
ポ

で
地
上
に
「
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ー
タ
」
し
「
乙
Ｉ
グ
ー
の
在
つ
力
地
熱
に
於
て

・
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ー
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ヅ
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」
を
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一
言
し
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若
し
競
技
者
が
「
７
‐
‐
‐
‐
‐
″
」
内
に
蹴
６
込
み
「
バ
Ｊ
」

‘
ヤ
ー
キ
ヤ
ッ
チ
」
を
行
へ
ぱ
‐
‐
‐
‐
「
ノ
ツ
タ
」
若
し
く
は
「
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‘
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偏
今
‐
「
ノ
ッ
タ
オ
ｙ
」
或
は
「
Ｋ
７
’
Ｉ
″
ヅ
タ
」
し
で
ぞ
の
球
恥
」
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ド
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」
死
に
至
ら
し
め
し
場
合
『
￥
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笛
が
吹
か
れ
て
も
「
フ
タ
ー
キ
Ｔ
」
の
椙
合
恥
｝
除
５
球
は
「
今

・
ツ
タ
」
が
輿
へ
ら
れ
る
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「
パ
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「
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」
又
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ｔ
の
際
「
ボ
ー
声
」
を
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取
る
‐
‐
「
キ
ヤ
９
－
″
ツ
タ
」
せ
ら
れ

一
方
法
と
し
で
參
考
嘘
で
一
言
し
が
る
所
に
持
ち
戻
さ
れ
で
そ
の

ｙ
置
く
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λ
で
来
る
「
ポ
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聡
黙
に
て
「
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タ
ヲ
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」
を
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守
る
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と
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で
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す
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」
が
オ
ｙ
規
則
第
三
十
一
．
一
節
）

疼
下
せ
ん
と
す
る
地
黙
ま
で
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け
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詞
を
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し
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ー
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伸
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’
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」
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」
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取
る
と
５
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と
３
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あ
る
か
５
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穴
場
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以
つ
て
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下
・
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「
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命
ず
る
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一
人
・
味
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二
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ー
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」
が
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時
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球
或
は
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を
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持
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ｐ
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」
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に
騎
れ
或
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切
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或
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球
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‐
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．
タ
ッ
チ
」
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」
で
あ
る
｛

球
は
死
し
た
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方
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「
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」
に
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っ
て
再
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「
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ム
」
が
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け
ら
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若
し
・
味
方
の
忿
し
Ｉ
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る
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‘
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’
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Ｑ
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．
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慾
ら
る
（
前
十
二
項
唇
．
照

せ
よ
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球
又
は
球
ｌ
保
持
し
で
居

る
競
技
者
が
「
タ
ヅ
チ
’
フ

ｊ
ｙ
」
・
に
鯛
れ
た
・
ｎ
’
成
は

ぞ
れ
を
横
切
る
場
合
球
は

‐
1
タ
ツ
ｆ
」
に
在
・
る
そ
の

と
５
を
の
球
ば
競
技
坦
で

球
に
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後
に
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4
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側
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相
手
方
に
垢
す
（
但
し
球
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ろ
競
技
者
が
球
を
陥
に
晋
け
芯

前
に
隅
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は
・
竿
に
加
れ
カ

な
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そ
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て
球
を
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に
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す
、
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乙
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ぼ
な
ら
９
、
競
技
者

は
・
目
身
「
タ
ッ
チ
４

ｙ
ゴ
ー
″
」
に
在
り

て
４
球
が
「
タ
ッ
チ

t
y
t
.
。

4
。
」
・
に
か
・

い
と
‘
ａ
、
は
貴
足
を
以

て
球
を
競
技
す
る
市

が
出
来
る
或
は
眺
技

者
が
球
を
保
持
し
で

居
な
け
れ
ぱ
手
を
球

｀
に
附
け
て
「
Ｆ
『
７
”
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を
得
る
市
が
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来
る
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る
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方
④
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が
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な
い
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試
合
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「
ド
ロ
ッ
グ
キ
ツ
ク
」
で

「
タ
ッ
チ
」
に
な
り
か
箇
所
か
Ｉ
ド
」
に
達
し
な
か
っ
た
場
合
敵
の
横
木
゛
ｒ
越
し
２
な
ら
ぱ
之

ら
そ
の
球
の
屁
す
る
偶
の
一
入
は
’
タ
ー
ッ
チ
ラ
イ
ン
」
か
ら
十
ド
ｙ
゛
ッ
ブ
ゴ
ー
こ
と
言
ヱ
″
）
・

が
冰
の
清
一
１
一
冽
れ
冶
に
・
‥
ｊ
っ
「
ヤ
ー
ご
の
地
撚
に
で
「
ス
｛
四
｝
「
’
Ｉ
タ
」
（
フ
ヱ
ヤ
ー
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ラ
ム
』
が
命
悠
ら
れ
る
。
　
　
ヤ
ツ
チ
）
や
「
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ナ
4
J
K
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;
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・
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